
� はじめに―本章の目的―

1990年代に入って外国人労働者の定住化が進み，日本の地域社会のさまざま

な場で外国人とともに生きることの重要性が論じられるようになった．震災の

ように地域社会全体が非常事態に陥ったとき，その必要性はさらに高まる．実

際に，震災直後，日本人と外国人が協力して避難所運営を行った，また，復興

過程において，地域の協議会に日本人と外国人が参加しているなど「共生」の

可能性を示す事実もあるが，同時に，震災直後の緊急時において外国人にたい

する広報活動や被害状況の把握が遅れたなど，地域住民としての定住外国人が

抱える問題が具体的に示された．震災から3年近くが過ぎようとしている現在，

定住外国人の生活復興はどのようにしてなされ，そしてどこまで進んでいるの

だろうか．また，復興の阻害要因となっているものは何であろうか．

本章においては，神戸市長田区において，ケミカルシューズ産業に従事する

（定住外国人としての歴史をもつ）在日韓国・朝鮮人（以下在日とすることもあ

る）のミクロな生活史から，彼らの社会関係のあり方を抽出し，それが震災直

後の危機的な状況やまたその後の復興過程でどのような特徴を示すのかを仮説

的に提示したい．

� 調査地区の概況

神戸市長田区

神戸市長田区は神戸市内でもっとも多くの在日韓国・朝鮮人が居住する地域

である．区民人口は概ね13万人．外国人登録人員は1万人（神戸市全体では約4

万4,000人），そのうち韓国・朝鮮籍が約9,500人と9割を占めている．長田区の

人口全体は，1965年以降30年間で40％ほど減少したが，外国人登録人口には
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大きな変化がないことが特徴である（表4.2.1）．また，生活保護受給率は神戸

市ではもっとも高く，そして高齢化率も高い地域である（図4.2.1，図4.2.2）．中

小・零細商工業と戦前からの低廉住宅が混住密集しており，そのため，震災に

よる被害も甚大で，家屋の全壊・全焼率も神戸市内で一番高い率であった．

図4.2.1 神戸市 区別生活保護率（1995年3月）

表4.2.1 長田区人口と外国人登録人員との推移

年度
区推計人口

（10/1）現在

外国人登録人員

（3月末現在）

1965 214.345 10.787

1970 210.072 11.536

1975 185.974 11.641

1980 155.546 11.443

1985 148.590 10.990

1990 136.884 10.618

1997 132.339 10.422
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在日韓国・朝鮮人とケミカルシューズ産業

長田の地場産業はケミカルシューズ産業であり，全国シェアの75％を占める．

戦前，戦中，ゴム長靴と地下足袋の産地だった長田区（当時は林田区）は，戦

後，合成皮革とゴムを使った靴の生産地として発展してきた．震災前には，JR

山陽本線沿線の新長田駅・鷹取駅周辺を中心にして大小さまざまな規模のくつ

メーカーが400－450社，関連の下請け・孫請けの工場が1,200社ほどあったと

いわれている．そして，その事業主の60％が在日韓国・朝鮮人のである．

ケミカル産業に在日韓国・朝鮮人が従事していくようになった経緯について，

文献および聞き取りの資料などをもとに少し述べておきたい．

1909（明治42）年，神戸市に神戸ダンロップ護謨株式会社が設立されたこと

を契機に，ゴム工業が神戸の有力な産業となった．それまで，神戸の地場産業

であったマッチ産業が第1次世界大戦後，衰退しはじめたこともあり，マッチ

工場の経営者たちはゴム工業の経営に転換していった．マッチとゴムはどちら

もその製造過程で硫黄を使用し，必要な技術の応用が可能だったため経営転換

図4.2.2 長田区高齢化率マップ
（出典）1990年国勢調査より日本福祉大学沢田氏作成（神戸市長田福祉事務所霜川卓之氏提供）．
（注） 神戸市内635町内56町で20％を超している。多くはJR沿線より南部に集中．
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もしやすかったという．そのような経緯から，神戸市は日本のゴム工業の中心

地となり，長田地区にはその関連の工場が多く存在するようになったのである．

ゴム工業の現場はいわゆる「3K労働」の場であり，低賃金の労働力を必要と

したため，植民地下の朝鮮半島から渡日してきていた朝鮮人の雇用が行われた

という．1936年当時には，すでに長田地域の朝鮮人人口は7,719名（神戸市全体

では約1万6,000人）に達しており，その多くがゴム工場で労働者として働いて

いたという．こうしたことが，戦後，在日がゴム工業，さらには，それを母胎

としたケミカルシューズ産業の担い手になることにつながっていったといわれ

ている．とくに，戦後，ゴムは統制品目となり入手が困難だったことから，闇

市で取引がさかんになり，そこで儲けたお金を元手にして，くつ関連の工場経

営をはじめたという在日も少なくないという．

「ゴムであれば，何でも売れた．タイヤでもゴム靴でも，あんまり値段も関係

なしにね，飛ぶように売れたんよ．それでね，戦後，家，買うてね，一階を

（くつをつくるひとつの工程である）ミシン場にしてね，仕事をはじめたんですよ」．

また，在日のゴム工業の生産・加工の事業主の組合である神戸ゴム工業協同

組合発行の『神戸ゴム工業協同組合史』にも「外国人として法的な制限の少な

かった朝鮮人は，生ゴム再生ゴムをたくみに入手して，短期間のうちに数を増

やした．その大半は神戸に集中した．……戦前・戦中を通じて下働きの労働者

として差別にあえいできた朝鮮人経営者の進出は，業界に精神的なねばりをふ

きこんだ」という記述がある．このような歴史的経緯から，在日は長田に集住

するようになり，ゴム産業やケミカルシューズ産業の中心を担うようになった

のである．

昭和20年代から高度経済成長期にかけては，ケミカルシューズ業界の成長は

めざましいものがあったという．当時の様子について，ケミカル産業に従事し

ていた人びとは，つぎのように語る．

「（昭和23年当時は）靴屋さんっていうのは，すごく給料がよかったんです．も

う半年働いて，半年遊んでもいいっちゅうくらい，お給料もよかった」．

「あのぅ，靴がもう出荷間に合わないからねぇ，（製品を取りに来た人が）『もう

待ちきれないから』いうてね，『うちに，出荷して下さい』いうことで，もう，
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みな，手伝ってくれたんですよ．ものすごい，いい時代だったと思います．も

う，つくればつくるほど，もうすぐ右から左に（売れていった）」．

しかし，近年はケミカルシューズ産業もほかの製造業と同様，構造的な不況

に悩まされていたという．とくに，「インポート」とよばれる人件費の安い中

国などアジア諸国からの輸入靴が流通するようになったため，長田の靴の生産

量は減少の傾向にあった．さらに，震災後は，工場や機械の倒壊・焼失などに

より操業が不可能になったため，国内のほかの生産地に注文が移るなど，生産

量・生産額はさらに落ち込んだという．しかし，このような困難にもかかわら

ず，在日韓国・朝鮮人はケミカルシューズ産業に従事して，生活再建を行おう

としている．その過程を，次節ではひとりの在日韓国・朝鮮人の生活史から検

討したい．

� 生活史の聞き取りから

Xさんの生活史

ケミカルシューズ作業工程の一部分である「裁断屋」（かかと部分の製作）事

業主である2世男性（56歳）の生活史を検討することにしたい．

A. 独立まで

Xさんの父親は慶尚道出身．来日の経緯や時期は不明．神戸市のZ区に居住

して，長田でゴム関係の仕事に従事していた．「親父は雇われやったからな．

ゴムのローラを回しとった」ということである．

Xさん自身は1942年生まれ．どのような幼少期を過ごしたのかはあきらかで

はないが，中学卒業後，鉄工所に3年ほど勤めていた．その後，18歳のとき

「いとこの兄さんに誘われて」長田のケミカルシューズ産業に入ったという．

「いとこの兄さんが，当時スリッパやってた．スリッパって，あのヘップ

（サンダル）みたいなやつな．当時，メーカーいうても，家内工業みたいなも

んやから，配達から何から何までやっとってな．配達も自転車で．で，『手伝

って欲しい』言われてな，配達とかな，ほかに雑用やな，やっとった」．

その会社で10年ほど勤めた後，長田地区内で，ケミカルシューズの下請けの
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事業を転々とする．

「裁断の仕事もやったし，ミシンの仕事もやったし．まあ，加工（業）の見

習いみたいなもんや」．

その求職の仕方は同胞の友人の口こみである．

「友だちが，ミシン場やったらミシン場で『今，（仕事のポストが）あいとる

から来ぃへんか』て言うて，誘ってくれるわけや．で，『ほな，行くわ』言う

てな（そこで仕事をするようになる）．技術？ そんなもん口八丁手八丁でな，

やる気さえあれば，すぐに覚えられる」という．このような生活を10年続けた

後，現在の「裁断屋」として独立していく．

B. 自営業主として

Xさんが40歳のときに，現在の工場から少し離れたところで工場を借りて自

営をはじめる．そのきっかけについて，つぎのように語る．

「おれも40（歳）なったしな，なんかしてみたいと思ってな．おばさん

（妻）は『サラリーマンの方がええ』って言ったけど，あんときは無鉄砲やな．

あんまし計画性もないままはじめたよ．資金？ そうやなぁ……50万円もなか

ったんちゃう？ 17年ぐらい前の50万でも，吹いたら飛ぶような金や．裁断機

なんか，（同胞の）友だちに『貸して』言うて，かって（借りて）きて」．

Xさんの語り口は軽いが，自営をはじめてからは「信頼してもらわんとだか

らな．忙しいときは徹夜してでもやるよ．間に合わんということは絶対ない．

むこうから材料が遅くなってくるときもあったけど，それでもおれは間に合わ

せたよ．おれのとこは，たかがかかとやけど，くつはひとつの部品がなくても

アカンからね．何かひとつ欠けてもできひんからね」と，真面目に仕事をし，

事業を順調に行ってきた自信をうかがわせる．

そして，1994年5月に，ミシン場をやっている友人（同胞）の紹介で，工場

用の建物として2階建ての木造の長屋の権利を購入．かかった費用は設備費ま

で含めて800万円ほどだったというが，それまで借りていた工場の家賃や経費

にくらべれば，節約になると思い，実行したという．

「バブル期なんかは，銀行が『お金貸すから，工場建てたら』って言うてく

れたけどな．でもこの業界，浮き沈みあるやろ．何千万も借金できない．で，
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無理のないところで，ここ（工場）を買うたんやけどな」．

しかし，「築年数もわからん」ほどの古い建物だったため，震災で全壊．裁

断機は損傷を免れたが，ミシンは3台が故障．おいてあった商品もダメになっ

たという．現在は，建物のあったところに2階建てのプレハブを建てて，操業

を行っている．

C. 震災後の仕事について

震災直後は，10年以上取引があるメーカー（6社）が無事で仕事をしていた

ので，請け負った仕事を片づけようと必死だったという．

「うち，工場がアカンやろ．でも，仕事せんとな．従業員もバラバラになっ

てもうたから，再建は，おれひとりにかかってたよ．だから，得意先の工場を

借りてな，仕事したよ．でも，むこうも仕事しているから，（夕方）5時くらい

から夜中12時までやってね．『できません』言うたら，ヨソに仕事がいってま

う．一度移った仕事，『じゃあ，またX君のところで（たのむよ．）』とはならへ

んもん．次回はおれ（の）とこは仕事もらえへん．ほかに，できる仕事あれへ

んから，もう考える暇なんかあれへん．ある仕事をやるのみや．屋根のないと

ころでも仕事したよ．もう，あれ（当時の苦労）は口では言われへんわな」と

いう頑張りで，震災直後の状況を乗り切った．

しかし，震災後は仕事が減少し，震災前には月平均12万足だった生産量は，

現在，7－8万足だという．そして，仕事が暇なため，新しい機械（折り込み

機）を購入し，別の工程を請け負いはじめた．

「これも技術いるねん．おれも朝早くきて，練習，練習．器用とか不器用と

か関係なくな，やる気さえあれば，できるようになる．うちのおばさん（妻）

も，地震の前はスナックやっとってん．でも，店が焼けてな，で，もうできひ

んから，ここで仕事してる．やる気もって練習すればできんねん」．

D. 長田について

XさんはZ区生まれであるが，ケミカルシューズ産業に入ってから40年近く

「長田を出たことない」という．自らを「長田人」とよび，長田に戻ってくる

とホッとするという．
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「（長田を）出るなんて考えたことあらへん．出たことないもん．おれは長田

でしか生きられへん．気楽なとこや．何か仕事あるし．派手にやろうとしてア

カンようになっても戻って来れるしな．実際，おるもんな，人に迷惑かけとい

て，ほとぼり冷めたころ戻ってくる奴．また，（長田で）新しい仕事をはじめ

ることもできるんや」と長田のよさを語るのである．

考 察

Xさんひとりの生活史から，長田の在日の社会関係やそれが震災時や復興過

程でどう作用したかということを一般化して述べることはできないが，彼の生

活史が示唆しているものを述べておきたい．

�親族や同胞の友人とのインフォーマルな関係が非常に大切である．とくに，

職に就くさい，または独立のさい，必ず親族や同胞の友人とのネットワークが

重要な役割をはたしている．Xさんは，いとこや同胞の友人に誘われ，長田の

在日のネットワーク内で職業を転々としている．その間に，独立に必要な知識

や技術などを取得したことが語りのなかからうかがえる．

在日にとって親族や同胞のネットワークが重要なものであることは，Xさん

に限らず，ほかに生活史の聞き取りをした人の語りにもあらわれている．1世

の生活史のなかには，ケミカルシューズ関連の事業を起こしたさい，先に事業

をはじめていた親族や同胞の友人の下請けの仕事からはじめたという語りもあ

った．

�この親族や同胞のネットワークの存在の裏には「移動障壁」があると考え

られる．長田の事例をみるまでもなく，在日には商工業の自営業主の比率が高

いことは，これまでの研究が指摘してきたことである．就職差別の体験，それ

が世代を越えて語り継がれ，在日が日本社会で生きていくには「自営か医師か

弁護士しか道はない」という限られた将来像をもつことにつながり，その結果，

自営業主の比率が高まったと考えられる．

このことは，大卒の2世の生活史に端的にあらわれる．親の事業を継いでケ

ミカルシューズメーカーを経営している人はつぎのように語った．

「僕，長田におったから，あんまし差別とか感じたことないんですわ．ここ

におるかぎり差別はない．でも，一歩外に出るとあるんやね．大学卒業して，
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就職しようとしたら，全然ないもんね．試験受けてもアカン．くつ（の仕事）

だけはやりたくなかったけど，もうそれしかなかった」．

Xさんの生活史には，このような就職差別の体験や在日のネットワークの外

で就職をしようとしたという経験はあらわれない．このことは，「移動障壁」

がすでに前提となり，Xさんの職業選択を限定したと考えられないだろうか．

「長田でしか生きられへん」という彼の語りが，そのことを示唆しているよう

に思われる．

�親族や同胞のネットワークの存在と同時に，徹底した個人の努力がみられ

る．「要はやる気」と繰り返し語るXさんのことばがそれを表している．また，

震災後，工場が倒壊したにもかかわらず，知人の工場を借り，夕方から夜中ま

で働いて注文に間に合わせたという語りにもみることができる．このような語

りも，またXさんに特有のものではない．

�震災からの復興過程においては，�で述べた親族や同胞のネットワークよ

りも�の個人の努力がより強調される．震災直後の仕事ぶりに関するXさんの

語りから，それが読みとれる．また，「僕ら，結局，一匹狼やからね」という

別の在日の加工業者のことばからも，それを示唆しているであろう．

� おわりに

本章では，ケミカルシューズ産業の加工部門を請け負う在日韓国・朝鮮人2

世の生活史のデータを中心にして，長田の在日の社会関係の特徴を記述した．

これまでの在日韓国・朝鮮人の生活史研究があきらかにしてきたもの＊1と同様

に，長田においても就職・転職・自営業主として独立などのさいには，家族や

親族，地域内の同胞のネットワークが強く機能していることが特徴的である．

しかしながら，震災からの復興過程（ケミカルシューズ産業全体ではなく，

個々の自営業主のミクロなレベル）においては，そのようなネットワークは強く

ははたらいていないようである．生活史を語ってくれた人たちからは「頼りに

なるのは自分しかない」「隣はライバルやからね」などということばが語られ，

家族・親族や地域の同胞のネットワークで仕事を支え合ったという語りは出て

こなかった．「個人の努力」が語りの前面に出されたのである．もともと，ケ
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ミカルシューズ産業は，徹底した分業体制のもとで生産活動を行ってきた．そ

れもメーカーが下請けや孫請けの工場を抱えるという上下関係ではなく，各部

門において，それぞれが互存関係を保ち続けていた．また，ケミカルシューズ

産業はファッション性を強く求められる業界でもあるため，浮き沈みの激しさ

はある．その反面，Xさんの生活史からみることができるように，小資本で参

入できる業界でもある．このような末端まで含めた地域ぐるみの分業体制は，

地域産業・地域の雇用を支えるのに有効だった．しかし，震災により，地域全

体が大きな被害を受け，長田のケミカルシューズ産業自体の再建も危惧される

ほどの危機的な状況下においては，個々の事業者にとって，各自の事業をどう

再建していくかということが大きな課題となり，在日同士のインフォーマルな

ネットワークをポジティブに機能させることができなかったのだと思われる．

また，震災直後，事業所の減少が予想されたが，実際には80％以上の事業所

が操業を開始しているという．「長田でしか生きられない」という語りに象徴

されるように，長田という地域とケミカル産業の特徴がその背景にあるように

思われる．

1世の事業を継いだ2代目の現在の事業主は，「就職差別」を経験した世代で

あり，親の仕事を継承し，発展させてきた人たちである．また，中卒でケミカ

ルシューズ産業に入った人たちにとっても，職場は「くつ産業」のみであり，

「この道，40年．これしか知らんし，今さら，ほかの仕事できひん」という語

りからわかるように，ほかの産業では職業生活が成り立たない．このような在

日韓国・朝鮮人にたいする民族的な移動障壁の存在を意識するからこそ，震災

後の困難にもかかわらず，ケミカルシューズ産業に従事し続けているのだとも

考えることができるであろう．

〔＊注〕

1） たとえば，稲月正・山本かほり「在日韓国・朝鮮人と階層構造」八木正編『被差

別社会と社会学』（明石書店，1996年），稲月正「在日韓国・朝鮮人の職業構成と

職業移動」（文部省科研報告書，1997年）などがある．
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